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「下野市地域福祉計画」及び「地域福祉活動計画」の事業総括結果の概要 

１ 事業数  地域福祉計画３１、地域福祉活動計画４８、合計７９ 

 

２ 基本目標毎の事業数 

目標１（ふれあい、支え合い、助け合いの地域づくり）１９ 

目標２（安全・安心な暮らしやすいまちづくり）４５ 

目標３（地域福祉を推進するしくみづくり）１５ 

合 計 ７９ 

 

３ 自己評価による達成度 

区分 達成度 事業数 比率（％） 

全体 Ａ ０ ０．０ 

Ｂ ５０ ６３．３ 

Ｃ ２８ ３５．４ 

Ｄ １ １．３ 

地域福

祉計画 

Ａ ０ ０．０ 

Ｂ ２６ ８３．９ 

Ｃ ５ １６．１ 

Ｄ ０ ０．０ 

地域福

祉活動

計画 

Ａ ０ ０．０ 

Ｂ ２４ ５０．０ 

Ｃ ２３ ４７．９ 

Ｄ １ ２．１ 

基本 

目標１ 

Ａ ０ ０．０ 

Ｂ １１ ５７．９ 

Ｃ ８ ４２．１ 

Ｄ ０ ０．０ 

基本 

目標２ 

Ａ ０ ０．０ 

Ｂ ３４ ７５．６ 

Ｃ １０ ２２．２ 

Ｄ １ ２．２ 

基本 

目標３ 

Ａ ０ ０．０ 

Ｂ ５ ３３．３ 

Ｃ １０ ６６．７ 

Ｄ ０ ０．０ 

 

 

＜達成度基準＞ 

Ａ：目標を達成した施策・事業 

  ※実績が設定目標に到達または超過

した事業 

Ｂ：目標に向けて向上した、 

  もしくは継続している施策・事業 

  ※実績の内容に、策定時よりも改善が

みられる事業 

Ｃ：現状維持の施策・事業 

  ※計画策定時から継続して推進して

いる事業 

Ｄ：後退した、廃止した施策・事業 
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 全体としてみると、７９事業のうち５０事業（６３．３％）が「達成度Ｂ（向上もしく

は継続）」と評価されている。また、「Ｃ（現状維持）」は２８事業（３５．４％）であ

り、ＢとＣの評価の事業が全体の９８．７％を占めている。「Ａ（目標を達成）」評価は

ゼロ、「Ｄ（後退・廃止）」は１事業（１．３％）である。 

また次期計画への反映の視点では、７７事業（９７．４％）が「継続」で、「見直し」

と「廃止」はともに１事業（１．３％）である。 

 計画別にみると、地域福祉計画では、３１事業のうち「Ｂ」評価が２６事業（８３．９％）

で最も多く、「Ｃ」評価は５事業（１６．１％）、「Ａ」評価と「Ｄ」評価はともにゼロ

となっている。 

地域福祉活動計画（以下、「活動計画」と表記）では、４８事業中「Ｂ」評価が２４事

業（５０．０％）、「Ｃ」評価は２３事業（４７．９％）、「Ａ」評価はゼロ、「Ｄ」評価

は１事業（２．１％）である。 

次期計画への反映では、地域福祉計画に「見直し」１事業、活動計画に「廃止」１事業

となっている。 

 基本目標別にみると、基本目標１（ふれあい、支え合い、助け合いの地域づくり）では、

１９事業のうち１１事業が「Ｂ」と評価され、８事業が「Ｃ」評価、「Ａ」評価と「Ｄ」

評価はともにゼロである。 

基本目標２（安全・安心な暮らしやすいまちづくり）では、４５事業のうち３４事業が

「Ｂ」評価、１０事業が「Ｃ」評価、「Ａ」評価はゼロ、「Ｄ」評価は１事業である。 

基本目標３（地域福祉を推進するしくみづくり）では、「Ｃ」評価が１０事業で最も多

く、「Ｂ」評価は５事業、「Ａ」評価と「Ｄ」評価はともにゼロとなっている。 

次期計画への反映が「見直し」及び「廃止」の各１事業は、ともに基本目標２に含まれ

るものである。 

 達成度が「Ｄ」の１事業は次のとおり。 

【地域福祉活動計画】基本目標２ 安全・安心な暮らしやすいまちづくり 

施策① 生きがいづくり 

 １５ 高齢者サロン事業の支援  ※「廃止」 

４ 次期計画への反映 

区分 内容 事業数 比率（％）  区分 内容 事業数 比率（％） 

全体 継続 ７７ ９７．４  基本 

目標１ 

継続 １９ １００．０ 

見直し １ １．３  見直し ０ ０．０ 

廃止 １ １．３  廃止 ０ ０．０ 

地域福

祉計画 

継続 ３０ ９６．８  基本 

目標２ 

継続 ４３ ９５．６ 

見直し １ ３．２  見直し １ ２．２ 

廃止 ０ ０．０  廃止 １ ２．２ 

地域福

祉活動

計画 

継続 ４７ ９７．９  基本 

目標３ 

継続 １５ １００．０ 

見直し ０ ０．０  見直し ０ ０．０ 

廃止 １ ２．１  廃止 ０ ０．０ 
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 次期計画への反映が「見直し」の１事業は次のとおり。 

【地域福祉計画】基本目標２ 安全・安心な暮らしやすいまちづくり 

         基本的方向性４．福祉サービスが充実しているまち 

         取り組み（３）相談・情報提供体制の充実 

_地域情報化の推進  ※「Ｂ」評価 

 

地域福祉計画及び活動計画の全７９事業において、達成度Ａゼロ、Ｂ６３．３％、

Ｃ３５．４％、Ｄ１．３％である。計画別にみると、地域福祉計画は達成度Ａゼロ、

Ｂ８３．９％、Ｃ１６．１％、Ｄゼロであり、活動計画は達成度Ａゼロ、Ｂ５０．０％、

Ｃ４７．９％、Ｄ２．１％である。 

 

○全体で見ると達成度Ｂの「目標に向けて向上した、もしくは継続している施策」が

最も多く、両計画にも共通している。 

○基本目標３「地域福祉を推進するしくみづくり」においては、達成度ＣがＢを抑え

て最も多く（６６．７％）、事業の維持継続を図る状況から、改善・向上を目指し活

動を推進していく。 

 

 次期計画への反映として、全７９事業の内容をみると、継続が９７．４％、見直し

と廃止はともに１．３％（１事業）であり、すべて基本目標２に含まれている。見直

しの事業は地域福祉計画に、廃止の事業は活動計画に含まれるものである。 

 

○全体でみても、計画別にみてもほぼ全ての事業が「継続」であり、次期計画に反映

させ、発展させていくことが求められている。 

○継続事業は更なる発展を求め、廃止事業には新規事業や新たなニーズを掘り起こす

事業を展開していく。 

 

これらの評価をもとに、第２期地域福祉計画及び活動計画の策定を進めていく。 

また、本計画は健康・福祉分野の基幹的計画として位置付けられているため、第２次

下野市総合計画や他の関連計画、関係各課また社会福祉協議会と連携を図り策定し

ていく。 

 


